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１．はじめに 

近年，環境問題や都市交通問題の解消のために，自

動車の過度な利用を抑制しようとする取り組みが多く

見られる。その取り組みの１つとして，高知工科大学

では電動アシスト自転車レンタルシステム K-Cle（以下，

K-Cle）の運用を 2012年１月に開始した。しかし運用後，

利用者は少なく，促進策の検討が求められている。 

そこで本研究では，現状の K-Cle にくじ引き型交通エ

コポイントを付与した時の K-Cle の利用者行動の変化

を求め，K-Cle の利用向上につなげるための検討を行う

ことを目的とする。 

２．くじ引き型交通エコポイント導入の検討 

 本研究では，交通エコポイントによるインセンティ

ブ施策を検討している。交通エコポイントとは，公共

交通を利用して来訪するとポイントが与えられ，蓄積

されたポイントによって公共交通の運賃割引などの特

典が得られるシステムのことである。倉内ら１）は交通

エコポイント施策を社会実験に取り入れ，制度の実現

可能性は情報通信技術の進展により極めて高いことを

明らかにした。また，シンガポールにおける事例２）で

は時差通勤奨励を行っている。ピーク時に MRT（大量

高速輸送機関）を利用するとポイントが与えられ，そ

のポイントを用いてゲームにチャレンジでき，ゲーム

の結果により１～100S ドル（約 65～6,500 円）を賞金

として付与される。この取り組みにより，ピーク時前

後の時間帯にMRTを利用している時差通勤者が増加し

たとの報告がある。 

本研究においては，上記２つの施策のメリットを生

かした施策として交通エコポイントと，くじ引き型の

インセンティブ制度を組み合わせたくじ引き型交通エ 

コポイントを導入する。導入の手順を図－１に示す。 

初めに会員登録を行い，K-Cle に乗車するためのパス

ワードを入手する。乗車後にカードリーダにてポイン

トが付与され，１ポイントにつき１回くじ引きが引け

る。くじに当選すると賞金がもらえる仕組みとなって

いる。

2②K-Cleに乗車

①乗車手続きで
K-Cleの鍵を入手

③K-Cle返却後の
タッチでポイント付与

④ポイントで
くじにチャレンジ！

⑤当選すれば
賞金が手に入る！

 

図－１ K-Cle 利用から賞金獲得までのプロセス 

３．アンケート調査について 

 （１）アンケート調査概要 

2012 年 12 月に同大学教職員・学生合わせて 99 人を

対象としたアンケート調査を実施した。アンケートで

は，まず自宅から大学までの交通手段を尋ねた。次に，

くじ引き型エコポイント参加の意思確認を行った。そ

の中でキャンペーンに参加したいと回答した方に対し

て，くじ引きの選択質問を７項目設けた。   

また，別途くじ引き型交通エコポイントの取り組み

に料金がかかると仮定した時の利用料金設定や個人属

性などについて質問した。調査対象や職業，性別，大

学までの交通手段を表－１に示す。 

表－１ 調査対象者の個人属性

調査対象

教職員 42(42.42%) 男性 71(71.72%)
学生 57(57.58%) 女性 28(28.28%)

自動車 バイク 自転車 徒歩
55(55.56%) 24(24.24%) 16(16.16%) ４(4.04%)

職業 性別

高知工科大学に在籍する
教職員及び学生
（99人）

交通手段

 

（２）基礎集計結果 

高知工科大学教職員および学生のくじ引き型交通エ

コポイントに参加したいと回答した人数は，教職員は

12 人（約 29％），学生は 30 人（約 53％）であった。ま

た，くじ引き型交通エコポイントの運営にて金額を支

払うことを可能とした教職員，学生は合計で 74 人（約

75%）である。このことから，金額を払ってでも導入の

希望人数は多く存在していることがわかった。そして，

交通手段ごとの参加意思を示した人数は，自動車 19人

（約 35％），バイク 14 人（約 58％），自転車７人（約

44％），徒歩２人（約 50％）であった。これより，各移

動手段ともくじ引き型交通エコポイントを利用する可

能性があることが明らかとなった。 
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４．主成分分析による総合指標化 

くじ引きの質問項目を用いて，確実性回答を０点，

ギャンブル回答を１点に置き換えた数値を説明変数と

して主成分分析を行い，総合指標化を行う。この分析

によってくじ引き型交通エコポイント導入の利用行動

の傾向を明らかにする。主成分分析結果を図－２に示

す。第１主成分は分散が最大の値で表示し，横軸で表

される。分析結果の値が正のギャンブル志向は 33 人，

負の値の確実志向は 36人となった。第２主成分として，

２番目に分散が大きいデータを指し，縦軸で表される。

値が正の利用環境独立志向は９人，負の値の利用環境

依存志向は 30 人となった。結果から，値が第３象限，

第４象限に 60人と集中していることからギャンブル志

向，確実性志向ともに「利用環境に依存」しているこ

とがわかる。また，第１象限の３人は学生でくじ引き

に参加したい方が集中する傾向にあり，第２象限の６

人は教職員で参加したい方と学生で参加したくない方

が集中する傾向にあることが明らかとなった。 
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図―２ くじ引きの質問項目による主成分分析 

５．当選金額設定による利用者行動の変化 

 「利用環境に依存」しているデータ数が多いことか

ら，当選金額の設定による利用者行動の変化について

分析する。表－２はくじ引きの質問３において K-Cle

を利用する時の「天気」，「気温」，「目的地までの所要

時間」の３つの利用環境と，「当選金額や当選確率」の

くじ引きのパターンを表している。パターン A ではギ

ャンブルにて，パターン B では確実にて賞金が手に入

るくじ引きである。質問１や質問２の期待値を同じに

設定し，パターン Aのみ質問１を「天気」，質問２を「気

温」を悪条件に設定している（表－２参照）。質問３の

パターン A では，３つの利用環境を悪条件に設定して

あるが，くじ引きの期待値を３倍に設定している。そ

の結果を図－３に示す。質問１，質問２に比べ質問３

のギャンブル選択が増加している。このことから利用

環境が悪条件でも，当選金額，当選確率の設定の仕方

を工夫することにより，くじ引きの参加が見込まれる

ことが明らかとなった。 

表－２ くじ引きの選択肢（質問１，質問２） 

パターンＡ パターンＢ パターンＡ パターンＢ

天気 雨 晴れ 晴れ 晴れ
気温 寒い 寒い 寒い ちょうどいい

目的地までの所要時間 15分 15分 30分 30分

１％の確率で１万円 確実に100円 50％の確率で200円 確実に100円

質問１ 質問２

利用環境

くじ引きのパターン  

表－３ くじ引きの選択肢（質問３） 

パターンＡ パターンＢ

天気 雨 晴れ
気温 寒い ちょうどいい

目的地までの所要時間 40分 20分

60％の確率で500円 確実に100円

質問３

くじ引きのパターン

利用環境
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図－３ 質問別くじ引き参加動向 

６．おわりに 

本研究では，高知工科大学に設置してある K-Cle の

利用向上の検討策のために，シンガポールのインセン

ティブを例にくじ引き型交通エコポイントを導入した

時の利用者行動の変化を分析した。 

結果として，K-Cle 利用時の利用環境の条件に合わ

せ，当選金額と当選確率の設定の工夫することにより，

くじ引きに参加し，利用者行動の変化が見込まれるこ

とが明らかとなった。 

今後の課題としては，K-Cle の利用向上につなげてい

くために，くじ引きの当選金額や当選確率の変化の程

度による利用者行動の変化を用いて，モデル構築や感

度分析を行うことを検討する必要がある。 
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